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研究成果の概要（和文）：自律神経活動推定および主観評価測定を組み合わせることにより、学校における健康相談活
動を支援するシステム構築に必要となる基礎的事項の開発を試みた。
そのため、自律神経活動推定については脈波を測定した結果を解析することにより実施し、もう一方の主観評価につい
ては、Visulal Analog Scaleを応用した質問紙および我々が開発したiPadアプリにより測定した。
その結果、学生生徒の微妙な感情をこれら二つの指標の複合体として表現できる示唆が得られた。

研究成果の概要（英文）：A system to support the health consultation activities in Japanese School has 
been developed by combining data from heart rate variability analysis and visual analog scale 
questionnaires (paper or developed application software for iPad).
The results suggest that student's subtle emotions are represented by the developed system.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究課題発案のきっかけは、研究分担者

の松本が参加した「医療組織での携帯端末の
活用による医療リスク防止のための研究（基
盤研究（Ａ）、平成 19～21 年度）」である。 
 この研究は、医療現場におけるコミュニケ
ーション支援を図ることを目的として、医師、
看護師等の医療組織の専門家並びに患者及
びその家族との間を携帯電話または PDA
（Personal Digital Assistants、携帯情報端
末）でつなぎ、医療リスクの軽減に資するこ
とを目的としたシステム開発を行ったもの
である。これらの開発及び研究を進める中で、
開発されたシステムが医療組織に限らず、一
般的な健康指導にも役立つ可能性があるこ
とが示された。そこで、大学における保健指
導に同システムを応用するための実証実験
を行った。この研究が本研究の立案の基礎と
なっており、成果については、国内外の学会
で報告してきた（Maeda, et al.(2010)、福重・
松本他(2009)）。 
 一方で、研究期間終了後も大学の教育環境
と携帯端末を巡る状況は変革期にある。例え
ば、外国人留学生や社会人入学などの学生の
増加による教育環境の多様性の拡大、さらに
は、従来から学生の中心を占めている 20 歳
前後の若者の変化、といったことがある。現
在においても、特に生活習慣病の予防は若者
の頃からの健康指導が重要であるとの指摘
は学校保健の研究・実務の両面から指摘され
ている（福重・松本他 (2009) 、山本他
(2008,2009)）。 
 加えて、学生の身体的な健康だけではなく
精神面での健康支援の重要性も認識され、研
究されるようになってきている。一方では、
携帯端末を巡る状況としてスマートフォン
やタブレット端末が登場し、コミュニケーシ
ョンツールとしての可能性がさらに広がっ
ている。 
 しかしながら、このような学校保健を巡る
社会情勢の変化と要請に応えるための研究、
特に実務面からの要請に対応できる研究に
ついては、以下の二点から考えて未だ実用的
になっていない状況であると思われる。 
 

(1)学校の保健センターの活動を支援する
ツールが少ない：学生生徒対象の健康相談
（身体的、精神的の両面）に関する支援 
背景：「面談だけ」による対応には限界：
養護教諭や保健師（学校の保健センター
職員）（特に生活習慣病に関わる健康相
談・精神面に関わる相談：時間と手間が
かかる）→養護教諭等の活動支援：支援
ツールの開発により可能。 
 

(2)携帯端末の活用が浸透していない（ス
マートフォン・タブレット端末など） 
背景：学生生徒がコミュニケーションツ
ールとしてよく利用している→携帯端
末の活用により、医師等との連携の緊密

化をはかることができる。あるいは、健
康相談等に対する大幅な質の向上の可
能性が期待できる。 

 
２．研究の目的 
 上記を踏まえ、本研究は保健センター（保
健室）が行う学生生徒を対象とした健康相談
活動（身体的・精神面両面の相談活動）を支
援するツールを開発し、学校保健をめぐる社
会情勢の変化と要請に実務面から応えるこ
とが目的である。この目的を実現するために
以下の三点に注目した。 
 

(1) Visual Analog Scale (以下、「VAS」と
呼ぶ)：精神面の調査（主観評価測定）の
ための手法として利用。 
 
(2)支援ツールとしての携帯端末：学生生
徒が良く利用するため、支援ツールとして
適している。 
 
(3)加速度脈波解析（自律神経活動の推
定）：主観評価測定を相補し、それらの相
互関係を考察する。 

 
３．研究の方法 
(1)VAS による主観評価測定（精神面の調査） 

VAS を応用した主観評価測定が、学生生徒
の精神面の調査に有効であるか評価するた
め、基礎的な主観評価データを測定すること
とした。そのため、 
 
①学生の情報スキル主観評価 
②音の印象や嗜好についての主観評価 
③画像の印象や嗜好についての主観評価 
④従来の主観評価測定手法である Likert 

Scale（以下「LS」と呼ぶ）と VAS との
比較（分布の傾向や両者の適性に関する
検討） 

 
といった点に着目し、VAS を応用した主観評
価測定により研究を実施することとした。 
なお、②および③の項目については、以下

の(3)で述べる加速度脈波解析と合わせて考
察することとした。この手法により、主観評
価測定と加速度脈波解析の二つの指標を複
合させて考察することが可能となり、それら
の視点を通じた学生生徒の精神面の調査へ
の有効性を探ることとした。 
 
(2)支援ツールとしての携帯端末 
 携帯端末としては、学生生徒に身近な存在
になっていると考えられる iPad を採用し、
上記(1)の基礎的データの収集と組み合わせ
ることとした。すなわち、iPad 上で動作する
VAS を応用したアプリケーションソフト（以
下「VASpad」と呼ぶ）の開発を試みた。ま
た、VASpad の評価実験として、実際の健康
相談活動を意識した設問（「あなたの毎日の
生活は充実していますか」）を設定し、主観



評価測定を実施することとした。 
 
(3)加速度脈波解析（自律神経活動の推定） 
 主観評価測定を相補し、健康相談活動を支
援するツールとして加速度脈波解析を実施
し、自律神経活動の推定を可能とした。具体
的には、精神活動に容易に影響を与えること
が予想される画像（快画像・不快画像）や音
（音楽・自然音・人工音）を視聴させたとき
の加速度脈波測定を実施し、それらの視聴が
自律神経活動の挙動にどのような影響をも
たらすのかを考察していくこととした。さら
には、(1)の②および③の視点から、視聴した
画像や音の印象や被験者自身が感じたリラ
ックス度を尋ねる VAS を応用した主観評価
測定をも実施することとした。これらのこと
により、自律神経活動の推定および主観評価
測定という二つの指標による学生生徒の微
妙な感情の表現の新たな手法の提案につな
がるものと考え、研究を実施していくことと
した。 
 
４．研究成果 
(1)VAS による主観評価測定（精神面の調査） 
①学生の情報スキル主観評価（渡邉・松本・
塚本他(2013,2014)） 
 2010 年から 2013 年の 4 年間にわたり 548
名の学生を対象に、「自己の情報スキル」に
ついて VAS を応用した質問紙により主観評
価測定を実施した。その結果、「ワープロが
できると自己評価している者は表計算ソフ
トもできると自己評価している」といった日
常で体感できる事柄について VAS を応用し
た主観評価により表現可能なことが示され
た。このような結果と関連した先行研究を合
わせることで、VAS を応用した主観評価が学
生生徒の微妙な感情を反映できるツールと
して有効であると考察した。 
 
②LS と VAS との比較（分布の傾向や両者の
適性に関する検討）（渡邉・松本・塚本他(2015)、
WATANABE, et al.(2015,2016,2016)） 
 主観評価測定の従来法である LS 質問紙お
よび本研究で提案した VAS 質問紙の両者に
ついて、同一の質問項目を用いた主観評価測
定を実施した（図 1（LS 質問紙の例）および
図 2（VAS 質問紙の例）参照）。 
その結果、「携帯電話や PC の操作が得意

か」といった「主観の強度」を調査する主観
評価では、LS の回答結果が意図せずに偏向
する可能性を示唆する結果が得られた。一方
で、「携帯電話と PC の操作のどちらが得意
か」といった「傾向」を調査する主観評価で
はLSの回答結果とVASの回答結果が良い一
致を示す可能性を示唆する結果が得られた。 
これらの結果により、LS または VAS を質

問項目によって使い分けることが、的確な主
観評価測定につながる示唆を見出すことが
できたと考えている。 
なお、「音の印象や嗜好についての主観評

価」および「画像の印象や嗜好についての主
観評価」ついての研究成果は、「(3)加速度脈
波解析（自律神経活動の推定）」の研究成果
と合わせて述べることとする。 
 
得意ではない（苦手）   得意（できる） 
携帯電話 １  ２  ３  ４  ５ 
ＰＣ   １  ２  ３  ４  ５ 

図 1 LS 質問紙の例 
 
得意ではない（苦手）   得意（できる） 
携帯電話  ------------------------ 
ＰＣ    ------------------------ 

図 2 VAS 質問紙の例 
 
(2) 支 援 ツ ー ル と し て の 携 帯 端 末
（WATANABE, et al.(2015)、渡邉・松本・
塚本他(2015)） 
 本研究において、iPad 上で VAS を応用し
た主観評価測定が可能であるアプリケーシ
ョンソフトウェアであるVASpadの開発に成
功した。図 3 に開発された VASpad の画面表
示例を示す。 
 

 

図 3 開発された VASpad の画面表示例 
 

 VASpad については、実際の健康相談活動
を意識した設問（「あなたの毎日の生活は充
実していますか」）について VAS を応用した
主観評価測定により、運動部所属学生を対象
として評価実験を実施した。その結果、
VASpad が LS 質問紙による手法と遜色なく
利用可能であることが示唆される知見が得
られた。そのため、今後は回答者属性の広範
化などを通じた評価実験を重ねることおよ
びユーザビリティの向上をはかることで、
VASpad を健康相談支援システムへ展開する
ことが十分に可能であると考えている。 
 
(3)加速度脈波解析（自律神経活動の推定）（渡
邉・松本・塚本他(2014,2014,2015,2016)） 
 加速度脈波解析による自律神経活動の推
定を行うことにより、これまで述べてきた主
観評価測定を相補することを目的とした研
究を行った。具体的には市販の加速度脈波解
析システム（図 4）を利用し、画像（快画像・
不快画像）や音（音楽、人工音あるいは自然



音）を視聴させた前後の加速度脈波解析を行
い、自律神経活動の挙動を推定した。合わせ
て、VAS を応用した「音・画像の印象やリラ
ックス度、あるいは嗜好についての主観評
価」をも実施し、自律神経活動の推定と合わ
せた二つの指標により、学生生徒の微妙な感
情の表現の可能性を考察した。 
 

 

図 4 加速度脈波解析システムでの解析例 
（自律神経活動の推定） 

 
その結果、画像や音の視聴の自律神経活動

に対する挙動に対して、被験者の嗜好の影響
が表出しているといった知見が得られた。こ
のことは、学生生徒の微妙な感情を加速度脈
波解析（自律神経活動の推定）と VAS を応
用した主観評価測定の二つの指標の複合体
として表現できる示唆が得られているもの
と考えている。 
すなわち、加速度脈波解析などの生体信号

解析と主観評価測定の両者の結果を複合さ
せた定量的表現による健康相談活動支援ツ
ールの作成の可能性が示されたものと結論
付けられたことになる。 
 
(4)本研究の結論と今後の展望 
以上の研究成果から、本研究で開発した独

自の健康相談活動支援ツールにより、学校に
おける従来の健康相談活動に対する支援シ
ステム構築が十分可能であると結論付ける
に至った。ここで、本研究で開発された健康
相談活動支援システムの概念を図 5 に示す。 
 

 

図 5 開発された健康相談活動支援システム 
 
 しかしながら、本システムはデータとして

の支援にとどまっている。また、VASpad な
どの VAS を応用した主観評価測定や加速度
脈波解析（自律神経活動の推定）といったデ
ータの蓄積はそれぞれ独立しており、特に質
問紙データは手入力にて解析しているなど、
各種データの蓄積・管理・統合化といったこ
とに対して、手間がかかったり一元化に難が
あったりするなどの課題も抱えている。 
これらの課題については、VASpad の改良、

あるいはネットワーク技術を利用したリア
ルタイムなデータ蓄積が可能なシステムの
構築により解決の方向に向かうと期待され
る。さらに、学校保健をめぐる社会情勢と要
請にこたえる視点が研究課題設定時よりも
変化していることを踏まえ、コミュニケーシ
ョン支援に注目した健康相談支援ツールの
発展と充実、さらにはデータサイエンスの知
見を応用した健康相談活動支援という二点
に着目して研究を継続していくことが必要
であると考えている。こういった視点が、本
研究で開発した健康相談活動支援システム
の充実発展につながり、やがては実用化され
たシステム構築に向かうものと考えている。 
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